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町

民

藤

井

日

静

上

人

明
治
十
二
年
(
一
八
七
九
)
十
月
一
日
東
京
神
田
錦
町
陸
軍
御
用
述
の
薪
炭
問
屋
豊

後
屋
藤
井
太
郎
太
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
幼
名
三
雄
、
父
は
豊
後
(
大
分
県
)
臼
杵

ゅ
う

藩
主
稲
葉
家
の
祐
筆
で
あ
っ
た
が
明
治
維
新
後
商
家
と
な
っ
た
。

両
親
と
も
法
華
経
に
深
く
川
依
し
、
篤
信
の
故
に
明
治
二
十
六
年
(
一
八
九
三
〉
九

月
望
月
日
謙
上
人
に
よ
っ
て
得
度
し
て
教
仁
と
改
名
し
た
。
山
梨
中
檀
林
に
学
び
更
に

東
京
錦
城
中
学
校
卒
業
後
、
た
ま
た
ま
日
露
戦
役
勃
発
し
て
旅
順
攻
囲
軍
の
一
員
と
し

て
出
征
、
傷
病
の
た
め
帰
還
後
正
川
英
語
学
校
高
等
部
を
終
え
更
に
祖
山
大
学
を
明
治

四
十
年
(
一
九

O
七
〉
卒
業
す
る
。

明
治
四
十
二
年
山
梨
県
泉
能
寺
住
職
、
大
正
十
二
年
(
一
九
二
三
)
京
都
満
願
寺
住

職
と
な
り
、
昭
和
十
一
年
(
一
九
三
六
)
口
述
宗
専
任
教
師
、
十
二
年
身
延
山
御
廟
別

当
、
十
三
年
同
執
事
、
十
七
年
東
京
身
延
山
別
院
、
二
十
一
年
身
延
山
総
務
等
を
歴
任

し
て
、
三
十
四
年
七
月
身
延
山
第
八
十
六
世
の
法
主
と
な
る
。

昭
和
二
十
四
年
権
大
僧
正
に
舛
叙
、
=
一
十
四
年
教
仁
を
日
静
と
改
め
三
十
八
年
第
三

十
八
代
日
蓮
宗
管
長
に
就
任
す
る
。

そ
の
聞
大
正
六
年
(
一
九
一
七
)
九
月
活
動
写
真
「
日
蓮
聖
人
一
代
記
」
を
独
力
で

購
入
の
上
、
日
本
全
国
朝
鮮
満
州
中
国
各
地
を
上
映
布
教
し
て
一
大
反
響
を
呼
ん
だ
。

第
一
章

誉

町

民

名

物
こ
れ
は
本
邦
映
画
布
教
に
先
鞭
を
つ
け
た
も
の
と
今
日
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
昭

和
三
十
五
年
身
延
山
街
頭
布
教
隊
を
組
織
し
て
そ
の
実
績
を
挙
げ
、
昭
和
三
十
八
年
十

二
月
八
日
日
本
仏
教
会
管
長
と
な
り
、
真
珠
湾
内
ア
リ
ゾ
ナ
艦
上
に
て
追
悼
法
要
を
営

み
米
軍
極
東
海
軍
司
令
官
、
在
ハ
ワ
イ
邦
人
に
深
い
感
銘
を
与
え
て
感
謝
さ
れ
、
ホ
ノ

ル
ル
市
長
よ
り
名
誉
市
民
の
称
号
を
受
け
、
更
に
四
十
年
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
い

て
世
界
連
邦
世
界
大
会
に
日
本
代
表
団
名
持
団
長
と
し
て
参
加
し
、

「
道
義
の
実
践
」

を
提
唱
し
ハ

l
グ
に
お
い
て
宗
教
委
員
会
の
組
織
を
実
現
す
る
な
ど
世
界
宗
教
人
と
し

て
活
躍
す
る
。
そ
の
途
次
北
米
各
地
を
巡
教
し、

訪
問
地
の
ポ
l
ト
ラ
ン
ド
市
長
か
ら

名
芥
市
民
に
列
せ
ら
れ
た
。
昭
和
四
十
三
月
二
年
十
一
日
身
延
町
名
誉
町
民
に
推
戴
さ

れ
る
。第
八
十
六
世
法
主
と
し
て
入
山
に
あ
た
っ
て
、
付
常
随
給
仕
己
布
教
伺
興
学

帥
山
林
復
興
伺
財
政
の
確
立
の
五
大
誓
願
を
た
て
ら
れ
て
九
十
一
歳
の
今
円
ま
で
一

日
と
し
て
朝
の
勤
行
を
休
ま
れ
た
事
が
な
く
、
街
頭
布
教
の
先
達
と
な
っ
て
全
国
を
巡

歴
、
布
教
教
化
に
つ
と
め
、
内
に
あ
っ
て
は
身
延
山
大
学
学
長
と
な
っ
て
校
舎
大
講
堂

の
近
代
建
築
を
竣
工
さ
せ
、
続
い
て
体
育
館
寄
宿
舎
等
の
完
成
を
期
し
て
研
学
修
道
の

環
境
整
備
に
意
を
注
ぎ
、
ま
た
、
戦
後
乱
伐
の
た
め
荒
廃
し
た
身
延
山
に
百
五
十
万
本

の
苗
木
を
楠
栽
し
、
赤
字
財
政
併
財
約
二
億
円
を
整
理
返
済
し
て
身
延
山
財
政
を
軌
道

に
乗
せ
、
そ
の
運
営
を
確
立
す
る
等
、
誓
願
実
現
と
と
も
に
昭
和
四
十
一
年
に
は
総
工

費
八
千
万
円
を
投
じ
て
身
延
町
梅
平
に
身
延
山
病
院
を
建
設
し
て
、
地
域
社
会
の
医
療

施
設
の
拡
充
に
地
域
住
民
の
健
康
保
持
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
四
十
一
年
私
学
振
興
の
功
労
に
よ
り
勲
三
等
瑞
宝
章
を
授
与
さ
れ
る
。
著
述
に

「
救
国
の
宗
教
に
生
き
る
」
を
三
十
九
年
新
潮
社
よ
り
発
刊
し
「
教
報
み
の
ぶ
」
の
巻

一
一
七
九



第
十
三
編

人

物

頭
に
毎
月
法
話
を
載
せ
て
八
百
万
信
徒
の
心
の
糧
と
な
っ
て
い
る
。

綱

脇

龍

妙

師

福
岡
県
宗
像
郡
玄
海
町

(川
池
野
村
)
池
田
農
儀
右
衛
門
の
二
男
と
し
て
明
治
九
年

〕
月
二
十
四
日
生
を
享
け
、
生
来
病
弱
の
た
め
福
岡
県
法
性
寺
住
職
日
良
上
人
の
得
度

に
よ
っ
て
仏
門
に
入
り
、
専
ら
修
練
に
よ
っ
て
病
魔
を
克
服
さ
れ
る
と
と
も
に
日
蓮
聖

人
の
御
遺
文
と
、
特
に
法
華
経
常
不
軽
菩
薩
品
第
二
十
に
感
激
、
爾
来
人
間
尊
重
の
信

念
を
体
得
さ
れ
る
。
明
治
三
十
八
年
(
一
九

O
五
)
東
京
科
学
館
(
現
東
洋
大
学
)
に

け

い

ら

い

学
び
暑
中
休
暇
を
利
用
し
て
身
延
山
に
参
詣
の
折
三
門
付
近
に
群
が
る
願
患
者
の
悲
惨

な
姿
と
そ
の
訴
え
を
聞
い
て
去
る
に
忍
び
ず
、
祖
廟
に
参
寵
祈
願
す
る
こ
と
三
日
、
遂

に
口
蓮
聖
人
の
一
杯
示
を
受
け
救
搬
の
な
を
決
し
、
日
本
人
最
初
の
私
立
願
療
養
所
身
延

深
敬
園
を
創
立
し
、
自
ら
園
長
と
な
っ
て
忠
者
の
収
容
を
開
始
し
た
。
時
に
明
治
三
十

ち
な

九
年
(
一
九

O
六
〉
十
月
十
二
日
で
あ
る
。
肉
み
に
園
名
は
法
華
経
常
不
軽
菩
嵯
品
の

「
我
深
敬
汝
等
」
よ
り
命
名
し
た
も
の
で
あ
る
。

当
時
の
社
会
は
顕
病
を
忌
み
嫌
う
こ
と
甚
だ
し
く
、
師
の
偉
大
な
人
知
愛
の
慈
悲
を

解
す
る
者
少
な
く
、
幾
多
の
陣
害
と
迫
害
中
傷
が
加
え
ら
れ
た
が
ま
す
ま
す
救
願
の
意

わ
ず

を
固
め
ら
れ
た
。
国
に
社
会
福
祉
の
施
策
全
く
な
く
、
僅
か
に
皇
室
の
御
仁
慈
の
他
は

以
て
の
経
費
は
師
の
私
財
と
出
似
や
一
万
人
一
国
講
ま
た
は
篤
志
家
の
寄
付
で
賄
わ
れ

た
の
で
あ
る
。

ゆ
え
ん

こ
の
難
事
業
を
成
し
遂
げ
て
こ
ら
れ
た
所
以
の
も
の
は
独
り
師
の
不
屈
の
精
神
と
限

り
な
い
人
間
尊
耽
の
大
慈
悲
心
に
よ
る
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
所
で
あ
る
。

大
正
九
年
(
一
九
二

O
)
七
月
財
団
法
人
の
認
可
を
得
、
更
に
昭
和
二
十
二
年
新
憲

法
に
基
づ
く
生
活
保
護
法
適
用
施
設
と
な
り
、
同
二
十
六
年
度
よ
り
経
常
費
が
国
庫
補

助
に
な
っ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

そ
の
間
昭
和
五
年
(
一
九
三

O
)
福
岡
市
外
壱
岐
村
に
身
延
深
敬
因
分
園
を
開
設
し

た
が
、
十
七
年
軍
事
保
護
院
の
要
請
に
よ
っ
て
閉
鎖
の
上
敷
地
を
提
供
し
、
十
五
年
横

須
賀
市
大
明
寺
住
職
と
な
っ
て
同
三
十
年
同
寺
境
内
に
深
愛
幼
稚
園
を
開
設
す
る
。

深
敬
園
創
設
以
来
救
搬
六

O
余
年
、
病
友
と
不
幸
病
没
者
の
遺
骨
を
守
り
な
が
ら
、

九
十
四
歳
を
迎
え
て
な
お
終
生
の
業
と
し
て
不
退
転
の
忍
苦
の
行
を
つ
づ
け
ら
れ
る
姿

一
一
八

O

は
実
に
崇
高
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
救
願
事
業
に
つ
い
て
皇
室
を
は
じ
め
内
務
省
、
厚
生
省
、
県
、
町
当
局
よ
り
恩
賞

殊
過
を
受
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
略
歴
と
功
績
の
概
要
を
摘
記
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

"，......， 

4月，
t又

歴
〉

一
、
昭
和
四
年
身
延
山
よ
り
宗
祖
六
百
五
十
述
忌
奉
讃
会
顧
問
お
よ
び
布
教
川
を
嘱
託
さ
れ
る

一
、
同
年
円
本
願
予
防
協
議
会
員
に
就
任
。

一
、
同
年
身
延
山
よ
り
勅
額
作
戴
委
員
に
任
命
さ
れ
る
。

一
、
何
十
年
日
本
版
学
会
評
議
員
に
就
任
。

一
、
同
二
十
六
年
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
に
就
任
。

一
、
川
三
十
四
年
大
僧
正
に
昇
叙
さ
れ
る
。

一
、
同
士
一
十
八
年
日
蓮
宗
臨
時
管
長
に
就
任
し
た
が
宗
則
の
変
更
に
よ
っ
て
送
任
す
る
。

(一
堂

賞
)

O
身
延
深
敬
園
創
立
経
営
の
功
績
に
よ
っ
て
次
の
賞
を
受
け
る
。

一
、
大
正
十
年
官
内
省
よ
り
銀
杯
を
下
賜
さ
れ
る
。

一
、
昭
和
三
年
内
務
大
臣
よ
り
銀
杯
を
下
付
さ
れ
る
。

び
ん

一
、
川
和
五
年
貞
明
皇
后
よ
り
銀
製
花
瓶
並
び
に
金
一
封
を
下
賜
さ
れ
る
。

一
、
川
十
一
年
恩
賜
財
団
慶
福
会
総
裁
よ
り
終
身
奨
励
金
を
下
付
さ
れ
る
。

一
、
川
十
五
年
山
梨
県
知
事
よ
り
木
杯
と
金
一
封
を
贈
与
さ
れ
る
。

一
、
同
年
厚
生
大
臣
よ
り
聖
徳
太
子
像
を
段
与
さ
れ
る
。

一
、
同
三
十
二
年
藍
綬
袈
章
を
下
賜
さ
れ
る
。

一
、
川
三
十
九
年
勲
四
等
旭
日
小
綬
章
を
賜
わ
る
0

0
救
病
貢
献
の
功
績
に
よ
り
次
の
賞
を
受
け
る
。

一
、
開
和
二
十
凶
年
以
生
大
臣
よ
り
蹴
予
防
法
施
行
四
十
周
年
式
典
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
る
。

一
、
川
二
十
じ
年
第
三
十
五
川
瀬
学
会
に
お
い
て
会
長
よ
り
記
念
品
の
花
瓶
を
贈
ら
れ
る
。

一
、
同
四
十
二
年
「
搬
を
正
し
く
理
解
す
る
会
」
の
席
上
財
団
法
人
藤
楓
協
会
総
裁
よ
り
表
彰

さ
れ
る
。

O
社
会
事
業
に
尽
俸
の
功
績
に
よ
り
次
の
賞
を
う
け
る
。

一
、
附
和
二
十
六
年
山
梨
県
知
事
よ
り
県
政
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
刑
公
を
贈
ら
れ
る
。

一
、
開
和
二
十
八
年
旧
生
大
臣
よ
り
表
彰
さ
れ
る
c



一
、
同
年
朝
日
新
聞
社
よ
り
保
健
文
化
賞
並
び
に
副
賞
を
贈
与
さ
れ
る
。

一
、
川
四
十
三
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
よ
り
文
化
功
労
片
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
。

一
、
川
阿
十
三
年
日
木
仏
教
伝
道
協
会
よ
り
仏
教
伝
道
実
践
者
と
し
て
仏
教
伝
道
文
化
賞
を
贈

与
さ
れ
る
。

O
殊

遇

一
、
昭
和
五
年
大
宮
御
所
に
参
内
貞
明
皇
后
に
拝
謁
事
業
に
対
し
て
御
J

抜
助
金
を
賜
わ
る
。

一
、
同
二
十
四
年
高
松
宮
殿
下
深
敬
圏
御
視
察
園
長
以
下
家
族
一
同
に
拝
謁
仰
付
け
ら
れ
る
。

一
、
同
二
十
五
年
大
宮
御
所
に
参
内
貞
明
皇
用
に
拝
謁
御
下
問
に
奉
符
木
杯
を
賜
わ
る
。

一
、
同
凶
十
三
年
二
川
十
一
日
身
延
町
名
誉
町
民
に
推
戴
さ
れ
る
。

O
其

の

他

昭
和
二
十
七
年
よ
り
知
名
寺
院
信
徒
篤
志
家
の
援
助
の
下
に
努
力
を
重
ね
栗
生
楽
泉
国
に
妙

法
会
会
堂
同
三
十
二
年
多
肝
全
生
闘
に
、
同
三
十
三
年
長
島
愛
生
闘
に
、
同
三
十
四
年
邑
久
光

明
園
に
、
同
三
十
八
年
菊
池
恵
楓
園
に
そ
れ
ぞ
れ
日
蓮
宗
会
堂
を
建
立
し
て
宗
門
に
寄
与
す

る。

第
二
章

先

人

町

の

第
二
章

先

人

町

の

望

月

小

太

郎

慶
応
三
年

(
一
八
六
五
〉
十
一
月
十
五
日
身
延
に
生
ま
れ
る
。

山
梨
県
師
範
学
校
に

入
学
、
官
費
生
と
な
り
明
治
」
l

六
年
(
一
八
八
三
)
卒
業
し
て
大
里
小
学
校
に
奉
職
す

ゃ
く

る
。
一
年
余
で
出
京
、
慶
応
大
学
に
入
学
し
在
学
巾
に
議
会
法
そ
の
他
を
翻
訳
し
て
中

井
似
州
に
認
め
ら
れ
、
卒
業
し
て
首
相
山
県
有

朋

に
推
さ
れ
て
ロ
ン
ド
ン
大
学
に
南

学
、
八
カ
年
政
治
経
済
学
を
修
め
、
パ
リ
ス
ト
ル
の
学
位
を
得
て
明
治
二
十
八

年

(
一

八
九
五
〉
帰
朝
す
る
。

し
た
が

明
治
二
十
八
年
山
県
公
に
随
い

ロ
シ
ア
皇
帝
の
戴
冠
式
に
、
翌
三
十
年
伊
藤
博
文
公

に
伴
わ
れ
て
英
国
女
王
即
位
五
十
年
祭
に
参
列
す
る
。

明
治
三
十
三
年

(一

九

O
O
)
伊
藤
公
立
憲
政
友
会
を
組
織
す
る
に
際
し
、
尼
崎
号

vu 

常
と
芯
を
と
も
に
し
て
参
じ
、
一ニ
十
五
年
山
梨
県
選
出
衆
議
院
議
員
と
な
り
爾
来
当
、
ω地

す
る
こ
と
七
川
、
国
政
に
参
与
す
る
こ
と
三
十
余
年
、
議
会
屈
指
の
雄
弁
家
、
政
界
随

一の
外
交
家
と
し
て
名
声
を
馳
せ
私
設
外
務
大
臣
の
称
が
あ
っ

た
。

明
治
三
十
六
年
(
一

九

O
三
)
日
露
の
閏

交
急
を
告
げ
る
や
単
身
入
露
し
、
そ
の
こ
と

に
当
た

っ
て
帰
国
以
来
開
戦
の
要
を
説
き
、

三
十
七
年
支
那
に
渡
り
日
支
の
友
好
に
つ
と

め
、
大
正
十

年

(
一
九
二一

)
第
一

次
世
界

大
戦
の
終
結
に
際
し
て
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
に

は
海
軍
軍
備
の
比
率
に
関
し
て
強
硬
意
見
を
-

小太郎月望

吐
い
て
活
躍
す
る
。

大
正
十
四
年
(
一
九
二
五
)
憲
政
会
顧
問
と
な
り
国
会
に
明
治
節
設
定
の
建
議
を
な

し
て
そ
の
制
定
を
み
る。

一
一
八



第
十
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編

人
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昭
和
二
年
(
一
九
二
七
〉
友
人
の
補
欠
選
挙
応
援
中
病
を
得
五
月
十
九
日
逝
去
す

る。
日
露
戦
争
時
の
功
に
よ
り
勲
四
等
旭
日
章
を
受
け
第
一
次
世
界
大
戦
時
の
功
に
よ
っ

H

しょ

て
勲
三
等
瑞
宝
章
を
授
け
ら
れ
、
没
し
て
特
円
を
も
っ
て
従
五
位
に
叙
せ
ら
れ
旭
日
中

綬
章
を
贈
ら
れ
る
。

故
山
に
ゆ
か
り
を
も
と
め
て
鷺
渓
と
号
し
、
漢
詩
文
を
能
く
し
、
書
に
長
じ
多
数
の

作
品
を
残
し
て
い
る
。

著
作
に
「
世
界
に
お
け
る
明
治
天
皇
」
「
独
逸
の
現
勢
」
「
華
府
会
議
の
真
相
」
ホ

!

マ
リ

i
符
の

「
無
智
の
勇
気
」
を
「
日
米
必
戦
論
」
と
し
て
献
訳
し
、
ま
た
日
刊
英

文
通
信

・
1
刊
英
文
円
木
経
済
を
刊
行
し
て
世
に
行
な
わ
れ
た
。

記
念
碑
が
題
字
を
尾
崎
号
堂
、
碑
文
若
槻
礼
次
郎
撰
、
望
月
円
謙
上
人
書
で
身
延
山

竹
之
山
境
内
の
墓
所
の
脇
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

身
延
町
が
産
ん
だ
山
梨
県
を
代
表
す
る
卓
抜
な
政
治
家
で
今
も
郷
党
は
一
度
外
務
大

臣
に
な

っ
て
欲
し
か
っ
た
と
語
っ
て
い
る
。

大
正
十
年
終
華
府
会
議
向
加
州

河
獄
央
市
↓
叫
設
此
身
論
一
山
百
日
壬
門
鋒
新

微

射

附

識

酬

君

同

説

尽

丙

隣

一

低

民

ウr7 _-"" . ..，..~，"，，'~， 
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農十
て 深沢義守 民月

運一
るがーた村し全民動目
。 、日木の、県組に身
こそ労県小特下介参延
のの農最作にの全加村
問時三初争昭農国し大
治中団の議和民会、野
安巨体メの五運議昭に
維摩共 l指年動派和生
持郡阿デ導(の県のま
法東と lは一指連はれ
で部しが有九導書じる
逮 ・て昭名三的記め。
捕東行和で 0役長か
さ八な六あ)割とら
れ代わ年る奥をな全
る郡れ五。野果り国
こ西た月ま回た 、農

一
一
八
二

と
十
数
川
、
昭
和
八
年
山
梨
共
産
党
事
件
に
連
座
し
て
投
獄
さ
れ
二
年
間
服
役
し
て
出

獄
後
は
郷
旦
を
離
れ
る
。

開
和
二
十
年
敗
戦
と
同
時
に
政
治
活
動
に
入
り
、
社
会
党
県
連
組
織
部
長
、
日
木
炭

t
い

民
組
人
川
県
連
書
記
長
、
峡
南
農
民
組
合
委
員
長
と
な
り
農
民
運
動
に
挺
身
し
た
が
、
そ

の
聞
に
平
野
力
三
元
農
相
等
の
右
派
と
枚
を
わ
か
っ
て
山
梨
社
会
党
を
組
織
し
て
書
記

長
と
な
り
、
県
下
の
農
地
解
放
、
食
糧
確
保
に
功
績
を
残
す
。

昭
和
二
十
四
年
一
月
日
木
共
産
党
に
入
党
し
、
衆
議
院
議
員
選
挙
に
出
馬
し
て
木
県

初
の
共
産
党
代
議
士
と
な
り
、
国
会
で
は
予
算
委
員
、
農
林
委
員
と
し
て
活
躍
す
る
。

昭
和
二
十
七
年
以
降
は
円
木
農
民
組
合
中
央
委
員
と
し
て
活
動
を
つ
づ
け
た
が
、
運

動
方
針
を
め
ぐ
り
党
と
対
立
し
て
共
産
党
を
離
党
す
る
。
首
都
圏
住
宅
生
活
協
同
組
合

常
任
理
事
の
職
に
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
十
四
円
病
の
た
め
六
十
一
歳
で

没
す
る
。
昭
和
四
十
四
年
、
東
京
青
山
墓
地
の
無
名
戦
士
の
墓
に
A
円
相
さ
れ
た
。

著
書
に
「
山
梨
農
民
運
動
史
」
ほ
か
が
あ
る
。

若
く
し
て
農
民
運
動
に
遁
進
し
終
世
を
農
民
の
地
位
向
上
に
捧
げ
た
情
熱
は
背
闘
の

照
史
で
あ
り
、
山
梨
県
労
農
運
動
史
に
残
し
た
足
跡
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

市

川

重

門

天
保
二
年
(
一
八
三一

)
九
月
七
日
下
山
村
石
坂
市
三
郎
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
、

十
三
年
二
月
八
日
和
田
村
市
川
又
左
衛
門
の
養
子
と
な
る
。

明
治
八
年
(
一
八
七
五
〉
八
代
郡
第
十
六
区
副
区
長
(
区
長
巨
摩
郡
三
十
五
区
長
近

藤
喜
則
兼
務
)
と
な
り
、
村
・

郡

・
県
と
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
民
政
に
奔
走
し
た
。

明
治
十
年
県
会
議
員
区
町
村
総
代
選
挙
法
に
よ
っ
て
、
公
選
議
員
と
し
て
身
延
町
初

の
県
会
議
員
と
な
り
、
五
月
七
日
よ
り
甲
府
一
蓮
寺
に
聞
か
れ
た
第
一
回
県
会
に
出
席

す
る
。
九
月
第
十
九
区
二
等
書
記
を
命
J

ぜ
ら
れ
る
。

明
治
十
二
年
九
月
第

一
大
学
区
四
十
四
番
中
学
区
幹
事
を
命
ぜ
ら
れ
、
十
三
年
大
河

内
村
学
務
委
員
・
衛
生
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

明
治
十
四
年
四
月
大
河
内
村
戸
長
五
等
級
に
任
命
さ
れ
、
ま
た
招
魂
社
世
話
掛
を
命

ぜ
ら
れ
る
。

明
治
七
年
学
校
建
築
等
の
功
に
よ
っ
て
表
彰
さ
れ
る
。



明
治
維
新
直
後
の
激
動
す
る
諸
制
度
改
革
の
中
に
あ
っ
て
県
政
に
参
与
し、

ま
た
村

政
を
担
当
し
て
十

一
ヵ
村
の
介
併
、
学
校
建
設
等
村
民
を
指
導
助
言
し
て
村
の
基
礎
づ

く
り
に
つ
と
め
る
。

望

月

潔

文
久
三
年
(
一
八
六
一ニ
)
一
月
十
七
日
下
山
村
に
生
ま
れ
る
。
伴
金
嶺
に
つ
い
て
漢

学
を
修
め
る
こ
と
数
年
、
後
水
戸
よ
り
漢
学
者
清
水
栄
太
郎
を
招
い
て
下
山
村
山
額
に

塾
の
開
設
し
、
多
く
の
村
内
子
弟
を
教
育
す
る
。

hei懇
審
議
書
F

明
治
二
十
四
年
(
一
八
九
一
)
県
会
議
員

k
邑五
議

麟
欝
麟
醗
臨
臨
臨
臨
田

F

重

機
艦
購
鋸
臨
臨
圏

V
潔
に
当
選
峡
南
地
区
よ
り
県
政
に
参
加
す
る
o

¥ト

ト
~
掛
親
機
輔
翻
臨
醐
圃
圃
F

二
十
六
年
下
山
村
長
と
し
て
村
政
を
担
当
し

綾

川

蜘

J
J札
錦

織

翻

鱒

譲

て
そ
の
治
績
を
挙
げ
る
o

合

輯

一

¥

心

射
線
¥
ず
い
向
機
ー~Jet-
バ
静
隆
明

月

j

一九
F

J
f
J
J

多
駁l
J恥
醗
睡
輔

後
年
子
弟
教
育
の
た
め
静
岡
市
深
草
町
に

感
謝
臨

F
J山
長
官
霊
験
醜
輔
贈

呈

m縁
組
織
問

一い
蜘
綴
繍
翻
麟
鱒
喝

し
日
転
住
し
て
、
旧
制
中
学
校
に
勤
め
る
か
た
わ

論
調
勝
機
購
穐
E

ら
県
庁
吏
員
に
漢
学
の
教
授
を
な
す
な
ど
、

H

りい

教
育

・
行
政
に
深
い
問
解
を
も
ち
、
終
生
漢
学
の
造
詣
を
活
か
し
て
大
正
十
五
年
(
一

九
二
六
)
十

一
月
十

一
円
没
す
る
。

藤

田

文

太

郎

文
久
一瓜
年
(
一
八
六

一
)
五
月

一
円
波
木
井
村
に
生
ま
れ
文
海
と
号
し
た
。
寺
小
屋

で
勉
学
を
つ
づ
け
、
小
学
校
開
設
と
同
時
に
入
学
し、

卒
業
後
私
塾
に
入
り
漢
学
を
修

め
る
。若
く
し
て
区
長
、
学
務
委
員
を
つ
と
め
明
治
二
十
五
年
(
一
八
九
一
二
)
村
会
議
員
と

な
り
、
三
十
年
郡
会
議
員
に
当
選
し
郡
農
会

代
表
議
員
と
な
っ
て
河
内
産
業
娠
興
に
尽
く

し、

特
に
養
蚕
業
経
営
の
改
善
向
上
に
努
力

す
る
。

文太郎田

明
治
三
十
四
年
再
度
村
会
議
員
、
一二
十
五

年
身
延
村
助
役
に
就
任
し
、

四
十
年
三
た
び

村
会
議
員
と
な
る
。

藤

約
二
草

mJ 

先

人

の

明
治
四
十
四
年
郡
会
議
員
、
名
誉
職
郡
参
事
会
員
、
大
正
四
年
(
一

九

一
四
)

び
耶
会
議
員
と
な
り
、
郡
会
議
長
に
就
任
し
た
。

大
正
八
年
県
会
議
員
に
当
選
、
名
誉
職
県
参
事
会
員
に
推
さ
れ
、
同
志
会
に
入
り
民

政
党
常
任
幹
事
と
な
り
峡
南
地
方
の
重
鎮
と
し
て
各
分
野
に
活
躍
し
た
。
郷
党
に
惜
し

ま
れ
つ
つ
昭
和
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日
没
す
る
。

村
会
議
員
郡
会
議
員
各
三
度
歴
任
し
て
県
政
に
携
わ
り
峡
南
地
方
の
各
種
皮
業
而
に

す
い

穴
献
し
た
が
、
県
議
在
職
中
に
県
立
身
延
中
学
校
設
立
に
奔
走
実
呪
に
尽
搾
し
、
身
延

橋
架
設
を
推
進
す
る
な
ど
郷
土
の
開
発
に
つ
と
め
て
い
る
。

当
時
大
身
延
町
実
現
の
た
め
に
隣
接
の
本
建
下
山
豊
岡
大
河
内
の
四
カ
村
に
呼
び
か

け
、
そ
の
実
現
を
夢
み
た
先
見
の
明
は
五

O
年
後
の
今
H
わ
れ
わ
れ
を
う
な
ず
か
せ
る

も
の
が
あ
る
0

・

佐

野

肇

明
治
三
十
五
年
七
月
五
日
栴
平
に
生
ま
れ
、
大
正
五
年
身
延
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業

大
正
十
三
年
交
通
運
輸
業
を
い
と
な
む
父
の
あ
と
を
つ
ぎ
、
木
町
近
代
交
通
の
数
別
別

に
市
川
附
し
た
が
、
昭
和
十
五
年
よ
り
山
林
資
源
に
着
目
し
て
木
材
業
に
転
じ
た
。

b

主
義
義
援
謬

79

昭
和
二
十

一
年
身
延
町
消
防
同
長

・
町
食

&

際

麟

藤

機

防

車
糧
調
整
委
員
と
な
り
、
二
十
二
年
五
月
町
会

総
獣
醐
繍
議
鱗
燃
機
離
職
噛
遡

F

議
員
に
当
選
す
る
や
戦
後
間
も
な
い
混
乱
の

抽
出
町
園
田
園
園
開
4
i
i
i

h
i

一品副
院
隣
国
割
問
輔
崩
圃
闇
置
閣
議

胡
薗
圏
闇

h
f，J

一
一

ヘ

一円

舗

η吋
繍
小

γ親
弘
醸
路

町
に
、
は
じ
め
て
施
行
さ
れ
た
地
方
円
治
法

f

網
棚
V

減

:YJW弘
警
週
刊
吋
野

に

則

り
町
向
治
に
貢
献
し
た。

/
油

揚

鰐

炉

臨

機

騒
噛
司

佐
昭
和
二
十
五
年
再
び
町
議
会
議
員
に
当
選

d

選
議
鱗
機
畿
議
警
警
可

し

、

旺
盛
な
実
行
力
と
恵
ま
れ
た
統
率
力
に

よ
り
町
議
会
議
長

・
県
消
防
協
会
南
部
支
部
長

・
町
農
地
委
員

・
町
農
協
組
什
長

・
身

延
巾
学
校
P
T
A
会
長
を
照
任
し
て
町
行
政
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
て
い
る
。

昭
和
二
十
六
年
町
民
に
推
さ
れ
て
県
会
議
員
に
立
候
し
て
見
事
当
選
、
以
来
四
期
連

じ
ん
す
い
ひ
え
さ

続
当
、選
し
て
本
町
は
い
う
に
及
ば
ず
峡
南
地
域
の
開
発
に
県
政
を
通
じ
て
尽
搾
栂
益
し

た
功
績
は
大
い
な
る
も
の
が
あ
る
。

昭
和
二
十
六
年
以
降
十
六
年
の
長
い
間
、
県
政
界
に
あ
っ
て
県
議
会
管
理
局
誘
院
特

ニ
た

一一

八
三



司司

第
十
三
編

物

人

別
委
員
会
川
委
員
長
、
土
木
委
員
長
、
県
議
会
運
常
委
員
長
の
職
を
経
て
、
三
十
二
年

第
五
十
一
代
県
議
会
副
議
長
の
要
職
に
つ
く
。
ま
た
政
党
人
と
し
て
は
れ
由
民
主
党
山

梨
県
支
部
連
什
会
副
会
長
と
し
て
県
議
会
政
治
に
貢
献
し
た
峡
南
を
代
表
し
た
政
治
家

と
い
え
る
。

昭
和
四
卜
凶
年
三
月
三
十
一
日
急
逝
し
て
、
今
、
更
に
そ
の
功
績
を
し
の
ば
せ
て
い

る
。
凶
刀
二
卜
二
日
付
を
も
っ
て
、
正
六
位
勲
五
等
双
光
畑
日
常
を
贈
ら
れ
る
。

清

水

為

八

天
保
凶
年
(
一
八
三
三
)
九
月
三
日
横
根
村
に
生
ま
れ
る
。

明
治
縦
新
の
際
名
主
を
つ
と
め
て
お
り
明
治
二
年
〈
一
八
六
九
)
の
肯
文
書
に
よ
る

み
つ
ま
だ
こ
う
ぞ

と
、
河
内
似
五
十
有
余
年
に
わ
た
っ
て
歎
願
を
つ
づ
け
た
三
極
椅
完
捌
き
に
関
す
る
歎

願
書
に
も
、
河
内
八
三
カ
村
の
代
表
と
し
て
名
が
見
え
、
河
内
南
部
諸
村
の
地
方
代
表

と
し
て
行
く
し
て
名
を
述
ね
て
活
躍
し
て
い
る
。

明
治
五
年
以
来
戸
長
を
つ
と
め
、
八
年
副
区
長
佐
町
正
莱
を
助
け
て
下
山
身
延
豊
岡

三
カ
村
の
学
校
建
設
に
腐
心
し
て
県
よ
り
表
彰
さ
れ
る
。
十
年
(
八
七
七
)
四
十
四

番
中
学
医
小
学
校
幹
事
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

なに沢
るよ警
。り察
身碧
~雨
量部
岡分 i
連署 c
介増
村 築
長に
と協
な 力
る し
。て

連表
介彰岡四 表改聞
をを 村 等 明 彰築盤?明
19平う述級治さ{足を治
くけ合を十れ進推十
にる戸命四る実進一
あ。長ぜ年。現 |窃年
た明をら( を力!竣
り治命れ一 見し州、l
二二ぜ、る八 て 、11::
十十ら。八 、十還
三二れ十一 そ二(
年年る七) れ年下
豊田了。年豊 ぞ盛 山
岡村 十身岡 れ岡横
村制九延村 県小根
長施年 村 戸 よ学問
と行鰍豊長 り校)

八為オぇ清

明
治
三
イ
」
ハ
年
(
一
九

O
三〉

八
月
二
十
九
日
七

O
歳
で
没
す
る
。

江
戸
か
ら
別
治
へ

、
名
主
か
ら
村
長
へ
と
繁
明
時
の
村
政
を
机
当
し
て
産
業
・交
通
・

治
安
・教
育
と
幅
広
く
活
躍
し
村
政
発
展
の
礎
を
築
い
た
先
述
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

一一

八
四

土

橋

守

吉

文
久
二
年
(
一
八
六
二
)
十
月

日
下
山
村
に
生
ま
れ
る
。

Z
S
2
2語
少

壮

よ

り

村

政

に

参

与

し
て

鱗

機

織

明

治

四

十

三

年

(

一

九

一

O
)

鱒
瀦
機
織
議
碑
村
長
に
就
任
す
る
。
時
あ
た
か

織
機
麟
翻
鵬
も
四
十
年
の
大
水
害
に
跡
地
い
村

鰯
織
機
繍
都
民
生
活
の
窮
乏
に
憎
い
で
い
る

機

鱗

議

尉

八

月

、
再
度
の
水
害
に
見
舞
わ

議

題

議

土

れ

家

屋

田

畑

流

夫

の

災

を

受

一

拘

禁

泌

験

鼠

飽

綴

滋

緬

娘

お

お

孔

織

機

織

鎚

け

て

惨

状

目

を

蔽

う

も

の

が

2
3
i自
2

あ
っ
た
。
為
政
者
と
し
て
そ
の

汁
ん

救
済
に
心
胆
を
く
だ
く
。
当
而
の
救
済
措
置
と
同
時
に
恒
久
的
治
山
治
水
と
築
堤
に
奔

走
し
て
、

一
号
堤
よ
り
五
号
児
を
完
成
し
、
財
政
再
建
に
苦
心
し
御
料
林
六
三
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
払
い
下
げ
請
願
を
計
耐
し
、
遂
に
そ
の
実
現
を
見
た
。
村
民
と
と
も
に
そ
の
杭

栽
育
成
に
つ
と
め
た
結
果
、
今
日
も
な
お
仙
王
外
五
山
恩
賜
林
保
護
財
産
区
と
し
て
現

存
し
、
昭
和
二
十
八
年
の
小
学
校
建
設
等
の
資
金
と
な
り
、
そ
の
他
教
育
施
設
拡
充
に

寄
与
し
て
い
る
。

大
正
七
年
(
一
九
一
八
〉
五
月
十
七
日
死
去
す
る
や
望
月
鴬
渓
翁
は
そ
の
死
を
い
た

ん
で
墓
石
を
建
立
し
た。

し
の

し
よ
コ

後
年
為
政
者
と
し
て
行
年
の
大
計
を
樹
て
、
村
氏
福
祉
砕
尽
し
た
遺
徳
を
偲
ん
で
、

村
氏
は
下
山
村
荒
町
に
碩
徳
の
碑
を
建
て
永
く
そ
の
功
を
讃
え
て
い
る
。

長

谷

川

栄

三

郎

明
治
六
年
(
一
八
七
三
)
帯
金
村
塩
之
沢
に
生
ま
れ
る
。

家
業
の
木
材
業
雑
貨
商
を
父
と
と
も
に
営
む
。
明
治
三
十
五
年
(
一

九

O
二
〉
米
同

シ
ャ

ト
ル
に
渡
り
、
ホ
テ
ル
に
勤
務
し
て
そ
の
経
営
を
学
び
、
後
独
立
し
て
ホ
テ
ル
、

ア
パ
ー
ト
経
営
を
す
る
。
滞
米
一
五
年
父
死
亡
の
た
め
帰
国
し
て
雑
貨
商
を
営
ん
だ
。

大
正
十
年
(
一
九
二
一
)
大
河
内
村
消
防
組
頭
と
な
り
、
大
正
十
四
年

(
一
九
二
五
〉

一
月
よ
り
身
延
円
動
車
株
式
会
社
の
経
営
に
参
加、

か
た
わ
ら
身
延
橋
際
で
当
時
と
し



長谷川栄三郎

て
は
近
代
的
な
ホ
テ
ル
を
営
業
し
た
。
老
齢

の
た
め
廃
業
す
る
に
当
た
っ
て
日
本
赤
十
字

社
に
金
五
万
円
を
寄
付
し
た
。
そ
の
聞
大
河

内
村
村
会
議
員
を
二
期
つ
と
め
る
。

花
世
中
郷
土
子
弟
育
英
に
関
心
を
よ
せ
て

山
林
寄
付
を
思
い
立
っ
た
が
果
た
さ
な
い
で

昭
和
二
十
三
年
十
二
月
二
十
四
日
病
の
た
め

没
し
た
。

ひ
で
未
亡
人
は
夫
の
遺
志
を
つ
ぎ
、
昭
和
二
十
六
年
私
有
の
竹
之
沢
の
山
林
二
五

・

三
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
隣
接
山
林
購
入
費
と
し
て
金
一
万
円
を
添
え
て
学
校
造
林
地
と
し
て

大
、
河
内
村
に
寄
付
す
る
。
昭
和
四
十
年
植
林
完
成
に
当
た
っ
て
地
区
財
産
区
管
理
会

長

・
大
河
内
中
学
校
長
よ
り
表
彰
を
受
け
る
。

な
お
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
村
内
出
征
者
に
対
し
て
金
百
円
を
贈
っ
て
そ
の
壮
途
を

激
励
し
た
こ
と
は
今
も
語
り
つ
が
れ
て
い
る
。

地
域
社
会
の
公
共
福
祉
に
つ
く
し
た
篤
志
に
よ
っ
て
将
来
住
民
は
長
く
そ
の
思
恵
に

浴
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一
部
に
は
そ
の
徳
を
称
え
て
記
念
碑
建
設
の
議
も
あ
る
と
い

λ
ノ
0

彰育
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第
二
章

先

人

町

の

三
十
年
間
郷
村
子
弟
の
教
育
に
身
を
捧
げ
、
時
に
厳
父
と
な
り
慈
父
と
な
っ
て
率
先

し
つ

窮
行
の
教
育
に
徹
し、

朕
け
の
厳
し
さ
は
教
え
子
の
語
り
草
と
な
っ
て
い
る
。
教
え
子

の
中
か
ら
大
村
朋
市
・
松
田
寛

・
古
屋
金
吉
等
の
名
校
長
が
輩
出

し
後
に
続
い
て
い

る。
還
暦
に
あ
た
っ
て
郷
村
多
数
の
教
え
子
相
は
か
つ
て
祝
賀
会
を
開
き
肖
像
画
を
身
延

小
学
校
、

豊
岡
小
学
校
お
よ
び
三
里
小
学
校
に
贈
っ
て
長
く
そ
の
温
顔
に
接
す
る
こ
と

を
願
い
、
現
在
豊
岡
小
学
校
に
崎
、げ
ら
れ
て
い
る
。

退
職
後
は
村
の
相
談
役
と
し
て
教
え
子
の
よ
い
相
談
相
手
と
な
り
、
そ
の
面
倒
を
み

る
こ
と
を
唯
一
の
楽
し
み
と
し
た
が
、
昭
和
十
四
年
十
月
十
六
日
郷
人
に
惜
し
ま
れ
な

が
ら
没
す
る
。

松

木

喬

慶
応
元
年
(
一
八
六
宜
)
二
刀
十
円
下
山
村
に
生
ま
れ
る
。
幼
少
の
頃
儒
者
早
川
点

哉
に
師
事
し
て
漢
学
を
学
ぶ
。
明
治
十
九
年
(
一
八
八
六
〉

三
月
徽
典
館
師
範
学
科
卒

業
と
と
も
に
下
山
小
学
校
訓
導
と
な
り
、
二
十
年
十
一
月
中
巨
摩
郡
東
部
小
学
校
に
転

じ
翌
二
十
一
年
七
月
下
山
小
学
校
長
と
な
っ
て
帰
任
す
る
。

L
¥
白…rhmm-lfJ十人ソ併殺4yuHJ
P

奉
職
す
る
こ
と
三
五
カ
年
、
勤
続
す
る
こ

¥
一
塁
F
訟が十

九

齢

F

5
主

主
一
カ
年
の
長
い
間
下
山
地
区
の
子
弟
教

文
織

ケ
ι心
機
饗
温
調
繍
F
7
育
に
傾
注
し、

退
い
て
大
正
十
一
年
(
一
九

!
 一
鰍

J
?
&
物

機

級

機

炉

齢

一
一
一
一
)
四
月
村
長
と
な
っ
て
村
政
詰
M
ソ真

鰯
一

j

一
山
一一〆尽長
J
J

J

い議
崎
将
蝿
い
恥
鶴
木

二¥十
縦約Ni燥
野

蜘

換

機

輸

に

村
父
と
し
て
村
民
に
敬
仰
さ
れ
た
が
病
を

/

泌
総
騒
輔
憲
農
務
懇
幾
寄
託
畿
酪
聾
盤
機
概
略

公

/
?
鴻
司
綴
綴
織
綴
欝
畿
錨
輯
麟
櫨
喝

k
t

得
て
大
正
十
二
年
十
月
十
日
没
す
る
o

d
ぷ
鋭
機
織
む
ぞ
猶
噂
苅

議

選

毅

》

鳴

そ

の

間

勤

続

表

彰

を

受

け

る

こ

と

二
凶
、

勲
八
等
に
叙
せ
ら
れ
、
学
校
林
の
設
定
、
各
樹
種
の
播
付
、
苗
木
の
育
成
、
植
林
法
の

指
導
に
率
先
垂
範
し
、
ま
た
日
露
戦
勝
記
念
、
御
大
礼
記
念
と
し
て
生
徒
と
と
も
に
五

千
本
余
の
杉
檎
を
粟
倉
増
野
に
植
栽
し
て
学
校
基
本
財
産
と
し
た
。
こ
れ
が
村
有
林
経

営
の
基
と
な
っ
て
今
に
至
っ
て
い
る
。

昭
和
三
十
年
門
下
生
村
氏
総
意
に
よ
り
そ
の
功
績
を
た
た
え
て
下
山
小
学
校
校
庭
商

の
八
幡
社
境
内
に
頚
徳
碑
を
建
て
、
そ
の
徳
を
伝
え
て
い
る
。一一

八
五



第
十
三
編

人

物

望

月

日

謙

慶
応
元
年
(
八
六
五
)
二
月
四
ノ
自
身
延
に
生
ま
れ
る
。
明
治
九
年
(
一
ノ
七
五
〉

雨
畑
正
徳
寺
日
亀
上
人
に
よ
り
得
度
す
る
。
十
一
年
身
延
山
大
棟
梁
池
上
宗
治
を
介
し

て
法
主
口
鑑
上
人
に
任
え
る
。

身
延
巾
教
院
に
学
び
明
治
十
七
年
(
一
-
ノ

八
四
)
身
延
山
定
林
坊
住
職
と
な
る
。
十
九

年
堀
之
内
妙
法
寺
口
恕
上
人
に
随
身
東
京
大

償
林
に
入
学
、
二
十
三
年
卒
業
し
て
堀
之
内

宗
学
林
教
師
と
な
る
。

明
治
二
十
五
年
(
一
八
九
二
〉
鏡
中
条
の

長
遠
寺
住
職
と
な
り
、
二
十
七
年
是
忠
を
日

謙
と
改
め
三
十
四
年
大
僧
都
に
叙
せ
ら
れ
、
三
十
八
年
留
守
近
衛
師
団
司
命
部
よ
り
軍

隊
布
教
師
を
命
ぜ
ら
れ
て
従
軍
、
帰
還
後
布
教
に
従
事
し
た
。
四
十
一
年
権
僧
正
に
叙

せ
ら
れ
、
山
十
二
年
函
館
の
実
行
寺
住
職
と
な
る
。

大
正
二
年
(
一
九
一
三
〉
日
暮
里
善
性
寺
住
職
と
な
り
、
八
年
僧
正
に
叙
せ
ら
れ
十

五
年
日
連
公
宗
会
議
員
日
蓮
宗
宗
務
院
庶
務
部
長
を
経
て
宗
務
総
監
と
な
る
。
昭
和
三

せ
い
け
い

年
権
大
僧
正
に
叙
せ
ら
れ
四
年
身
延
町
清
今
寺
住
職
と
な
る
。
そ
の
閉
山
梨
普
通
学
校

長

・
日
泌
公
大
学
学
監
、同
理
事

・
昭
和
六
年
立
正
大
学
専
門
部
長
を
歴
任
し
、
昭
和
六

年
立
正
大
学
学
長
と
な
っ
て
七
年
身
延
山
八
十
三
世
の
法
灯
を
府
ぎ
、
十
一
年
大
僧
正

に
叙
せ
ら
れ
て
日
蓮
宗
管
長
に
就
任
す
る
。
昭
和
十
八
年
(
一
九
四
一
ニ
〉
九
月
二
十
三

日
七
九
歳
で
進
化
し
た
。
し
つ

幼
少
よ
り
父
母
の
膝
下
を
離
れ
て
難
難
に
堪
え
、
行
学
一
五
年
で
国
三
役
寺
の
住
職

と
な
り
、
祖
道
を
窮
行
し
て
四
十
年
立
正
大
学
学
長
、
身
延
山
八
十
三
世
を
つ
い
で
八

宵
万
信
徒
の
尊
崇
を
あ
つ
め
た
。

「
わ
れ
は
日
蓮
大
聖
人
の
法
子
で
あ
る
」
「
父
と
は
日
蓮
な
り
子
と
は
日
蓮
が
弟
子

槽
那
な
り
」
の
信
を
も
っ
て
信
行
道
場
を
開
設
し
て
宗
風
を
振
起
し
、
全
国
布
教
の
先

達
と
な
っ
て
立
正
報
国
運
動
を
展
開
し
、
ま
た
、

「
n蓮
聖
人
の
降
誕
の
意
義
」
と
題

し
て
宗
教
以
初
の
海
外
放
送
を
し
て
海
外
同
胞
は
も
ち
ろ
ん
、
全
世
界
に
宗
義
の
弘
通

謙日月望

一
一
八
六

を
は
か
る
。

明
治
二
十
七
年
(
一
-
ノ
九
四
)
身
延
山
特
撰
議
員
と
な
っ
て
よ
り
身
延
山
門
末
議

5

.
身
延
山
山
林
護
持
会
議
員

・
常
置
会
門
末
議
員
会
長
を
歴
任
し
て
身
延
山
の
た
め
に

す
い

尽
搾
し、

身
延
山
入
山
後
は
祖
廟

・
本
師
堂
の
整
備

・
一
一
策
学
苑
の
創
設

・
祖
山
学
院

中

・
高
等
部
の
昇
格

・
昭
和
十
四
年
(
一
九
三
九
〉
身
延
高
等
女
学
校
校
舎
建
築
寄
進

等
宗
門
地
域
の
教
育
に
多
大
の
貢
献
を
す
る
。

上
人
か
つ
て
明
治
十
四
年
(
一
八
八
一
)
(
十
七
歳
)
日
蓮
聖
人
六
百
遠
忌
の
時
、

所
持
の
和
漢
洋
新
撰
年
表
に
「
明
治
六
十
四
年
我
が
六
十
七
歳
の
時
は
身
延
山
の
貫
主

に
な
る
べ
く
奮
闘
努
力
せ
よ
」
と
自
記
し
て
お
ら
れ
る
が
そ
の
通
り
昭
和
七
年
六
十
八

歳
で
身
延
山
の
獄
座
に
つ
か
れ
た
精
進
努
力
の
人
で
、
興
学
に
布
教
に
身
延
山
興
隆
に

て
い挺
身
さ
れ
た
の
は
近
世
桁
に
み
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
身
延
山
近
代
の
名
法
主
と
献
仰
さ

ゆ
え
ん

れ
る
所
以
で
あ
っ
て
身
延
が
産
ん
だ
不
世
出
の
名
僧
高
識
で
あ
る
。

望

月

歓

厚

明
治
十
四
年
(
一
八
八
一
〉
八
月
十
二
円
身
延
村
身
延
に
生
ま
れ
る
。
二
卜
一
年

(
一
八
八
八
)
七
月
三
島
市
木
覚
寺
住
職
津
田
日
厚
の
弟
子
と
な
り
、
二
十
二
年
身
延

h

長
議
議
饗
.j醤

Fr

望
月
甲
春
の
養
子
と
な
る
。
明
治
四
十
三
年

齢
J
ソ
糠
鱗
齢
期
麟

W
V
亨
(
一
九
一

O
)
円
注
宗
大
学
本
科
卒
業
、
卒

-553織
再
建
議
菌
謹
圃
圃
'

VJJ
JT
緩

9
y闘醐
噛

a
a
a
:
業
論
文
「
寿
且
旦
所
顕
本
覚
三
身
論
」
を
提
出

国
盟
組
咽

一点

満

腎
d
w
ゆ

凶
闘
滋

語

障

園

田
園
掴
園
田
鎖
醤

a
F
‘
幽
廻
鑑
富
由
軍

医
五

例
九
伽
…
機
縁
機
機
観

報

場

組
問
月
し
て
審
査
員
の
激
賞
を
得
、
大
正
十
二
年

f
L
¥で
盤
機
畿
藤
議
域
判
長
島齢、

(
一
九
一
一
三
)
二
一
島
市
本
覚
寺
住
職
と
な

J
J
F
F
¥
議
議
議
斡

/
k
h司
E

/

験
髄
臨
機
智
韓
国
趨
富
田
司

E

る
。
十
五
年
立
正
大
学
文
学
部
教
授
と
な
っ

i
選
議
欝
欝
曹
司
1

て
よ
り
昭
和
四
十
二
年
ま
で
五
十
有
八
年
、

す
い

ひ
た
す
ら
宗
門
子
弟
の
教
育
に
尽
痔
し
そ
の
間
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
講
師

・
立
正
大

学
文
学
部
長

・
立
正
大
学
学
長
兼
専
門
部
長

・
立
正
大
学
宗
学
研
究
所
長
の
要
職
を
歴

任
し
て
い
る
。

昭
和
十
九
年
権
大
僧
正
に
叙
せ
ら
れ
、
二
十
年
小
室
一
山
妙
法
寺
住
職
と
な
り
二
ニ
十
二

年
「
日
連
宗
教
学
の
研
究
」
に
よ
っ
て
、
文
学
博
士
の
学
位
を
純
粋
宗
学
に
て
得
た
最

ら
ん
じ
ゅ
ほ
う

初
の
人
と
な
る
。
同
年
大
僧
正
に
昇
叙
、
三
十
九
年
藍
綬
褒
章
、
四
十
一
年
勲
三
等
瑞



宝
章
を
受
け
る
。
ま
た
二
十
五
年
三
島
市
本
覚
寺
内
に
幼
児
情
操
教
育
の
一
環
と
し
て

あ
さ
ひ
保
育
園
を
開
設
す
る
。
昭
和
四
十
二
年
十
一
月
二
十
八
日
遷
化
し
た
。

せ
き

宗
学
の
鼻
祖
と
称
せ
ら
れ
そ
の
碩
学
と
な
り
五
十
余
年
を
宗
門
子
弟
教
育
に
捧
げ
て

立
正
大
学
の
歴
史
と
と
も
に
歩
み
、
学
長
と
な
っ
て
は
戦
後
学
校
経
営
の
困
難
を
克
服

し
て
今
日
の
盛
大
を
招
来
し
、
宗
門
の
発
展
に
つ
く
し
、
齢
八
十
余
歳
に
至
っ
て
な
お

筆
を
お
か
ず
に
日
蓮
宗
教
学
研
究
所
員
を
激
励
し
て
「
日
蓮
宗
読
本
」
「
日
蓮
教
団
全

ご
ん
ぐ

史
」
の
編
集
発
刊
を
な
す
等
、

一
意
欣
求
の
終
生
の
足
跡
は
偉
大
な
る
も
の
が
あ
る
。

著
書
に
前
述
の
ほ
か
に
「
法
華
経
の
精
神
と
日
蓮
聖
人
」
「
口
語
訳
日
蓮
聖
人
全

集」

「
仏
典
説
話
」
等
十
五
著
、
論
文
に
「
日
蓮
聖
人
と
聖
徳
太
子
」
「
日
蓮
宗
学
よ

り
見
た
る
生
死
」
等
四
十
七
編
、
未
刊
五
の
多
数
の
宗
門
関
係
書
が
あ
る
。

第
二
章

町

の

先

人

一
一
八
七
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